
- 1 -

香取中だより 道しるべ Ｈ３０．６．２２ ＮＯ．６

郡市総体に向けての抱負（その１）
郡市総体が７月１４日（土）から開始されます。そこで各部の部長に大会に臨む抱負

等を書いてもらいました。（他の部長の抱負は、２５日発行予定の「その２」で）
「最後の総体」 男子バレーボール部部長 侑樹くん

いよいよ総体まであと１か月となりました。勝てば県大会出場、負
けたら引退です。僕達の目標は、総体で優勝し、県大会に出場するこ
とです。今までの練習の成果を出し切って、県大会出場という目標を
実現したいです。終わってしまってからこれまでの練習を悔やむこと
がないよう、目の前のひとつひとつの練習を大切にし、声を出し、残
された時間を精一杯頑張ります。また、自分はキャプテンとしてチー
ムを引っぱっていけるようにしたいです。良い流れに乗っているとき
だけでなく、もしチームがつらい状況にあっても暗い顔をせず、顔を上げ、前を向いて、
先頭に立って声を出して流れを引き寄せられるようにします。
どんなに勝ち続けたとしても、遅かれ早かれいつか必ず引退の日はやってきます。そ
の時に満足のいく終わり方ができるよう、バレーボールに真剣に取り組んでいきたいで
す。そして先輩から受け継いできたものを後輩に伝えられたらいいなと思います。

「最後」 剣道部部長 慎一郎くん
今年の総体は３年生最後の総体であり、香取中剣道部最後の総

体でもあります。目標は優勝して県大会に出場することです。そ
のために団体では、「一本も取られない」を合言葉にチャンスを
確実に決めていきたいです。
個人戦では、自分の限界に挑戦し、個人でも県大会を狙ってい

きたいです。まだまだ目標には届かないのですが、これから総体
に向けて教頭先生の御指導のもとで練習していきたいです。一振
り一振りに思いをこめて県大会に進みたいです。剣道部が廃部になったことを後悔させ
るくらいの成績を取りたいです。

「郡市総体に向けて」 ソフトテニス部部長 紅愛さん
私たち３年生は、部活動の引退まで残り１か月を切りました。今は

郡市総体に向けて、基礎であるサーブ練習、レシーブ練習、前衛のボ
レー練習や後衛の１本打ち練習を中心に行っています。また、今まで
出た課題点を克服するために練習メニューなども考えています。しか
し、ソフトテニス部は屋外のスポーツなので、梅雨の時期だと雨のた
めコートでの練習ができなくなってしまうときがあります。ですが、
モチベーションを維持し、頑張って練習していきたいです。
郡市総体は各ペアで戦う個人戦と各学校の３ペアの勝利数で勝敗が決まる団体戦を２

日に分けて行います。うまくいかないときもペアで声を掛け合い、気持ちを切り替えて
悔いのない引退を迎えたいです。

「一走入魂」 陸上競技部部長 大輝くん
今年の目標は県大会出場です。僕はこの目標を達成すべく、２つ

の目標を立てました。１つめは、日々の練習を大切にすることです。
陸上部のメニューには、流し走というものがあります。これは、フ
ォームの確認と体を温めるという２つの目的があります。しかし、
僕が１・２年生のときは目的に気づけず、一本一本大切に取り組め
ていなかったように思います。郡市総体まで１か月を切った今、日
々の練習を大切にしたいです。２つめは、声を出すことです。メニ
ューにはハードなものもあります。でも応援する声でもう一頑張りできると思います。
つまり、声を出すことは大切なことです。だからこそ全員が声を出せるよう、僕が率先
して声を出したいです。２つの目標を達成し、県大会に出場したいです。


